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今
回
は
高
田
馬
場
駅
か
ら
徒

歩
10
分
、
西
早
稲
田
駅
か
ら
徒

歩
5
分
。
早
稲
田
通
り
を
進
み

子
育
地
蔵
尊
を
曲
が
っ
て
す
ぐ

の
金
泉
湯
（
新
宿
区
西
早
稲
田

2
―
16
―
20
）
を
ご
紹
介
。

新
宿
区
は
早
稲
田
大
学
を
は

じ
め
多
く
の
大
学
が
あ
っ
た
た

め
1
9
6
5
年
頃
は
1
0
0
軒

超
の
銭
湯
が
あ
っ
た
も
の
の
、

今
で
は
33
軒
。
金
泉
湯
は
1
9

5
4
年
創
業
で
、
1
9
9
4
年

に
改
装
済
み
。
14
時
半
〜
24
時

（
受
付
は
23
時
迄
）
が
営
業
時

間
で
、
月
曜
定
休
で
す
。

脱
衣
所
は
渋
い
マ
ホ
ガ
ニ
ー

色
の
格
天
井
、
天
井
が
高
い
の

で
開
放
感
が
あ
り
ま
す
。
浴
槽

に
は
2
種
類
の
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

（
強
め
の
ジ
ェ
ッ
ト
の
ボ
デ
ィ

バ
ス
と
足
を
伸
ば
す
リ
ラ
ッ
ク

ス
バ
ス
。
い
ず
れ
も
43
℃
程

度
）
。
他
に
水
風
呂
と
露
天
風

呂
風
に
作
ら
れ
た
薬
湯
が
。
薬

湯
は
40
℃
程
度
な
の
で
ゆ
っ
く

り
浸
か
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。

リ
ン
ス
イ
ン
シ
ャ
ン
プ
ー
と

ボ
デ
ィ
ー
シ
ャ
ン
プ
ー
は
備
え

付
け
。
地
元
の
方
々
や
学
生
さ

ん
に
愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
わ
れ
る
銭
湯
で
し
た
。

散
策
が
て
ら
訪
れ
て
み
て
は
。

（
銭
湯
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終

了
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
）

唐
破
風
の
構
え
の
昔
な
が
ら

の
銭
湯
で
す 観

光
業
等
の
衰
退
が
心
配

私
た
ち
の
加
盟
し
て
い
る
足
立

春
闘
会
議
の
春
闘
合
宿
が
2
月
8

〜
9
日
、
鬼
怒
川
温
泉
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
の
影
響
な
の
か
、
中
国
か
ら
の

旅
行
者
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い
と

思
う
と
と
も
に
、
観
光
産
業
の
衰

退
が
心
配
で
す
。
福
田
一
夫
（
足

立
区
職
労
）◇

◇

行
動
し
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
様
々
な
行
事
が
中
止
・
延
期

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
こ

そ
、
こ
の
無
策
な
安
倍
政
権
を
倒

さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
行
動

し
ま
し
ょ
う
。
中
西
喜
一
郎
（
全

印
総
連
・
光
陽
メ
デ
ィ
ア
労
組
）

◇

◇

現
職
の
役
に
立
て
れ
ば

非
常
勤
教
員
と
し
て
2
年
目
を

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
週
11

時
間
の
授
業
を
担
当
し
、
職
員
会

議
に
は
参
加
し
ま
せ
ん
。
給
与
は

少
な
い
も
の
の
、
ゆ
と
り
あ
る
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
職
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
先
生

方
の
役
に
立
て
れ
ば
と
毎
日
働
い

て
い
ま
す
。
森
峰
太
郞
（
都
教
組

大
田
支
部
）◇

◇

様
々
な
影
響
が
心
配

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
不
安
が
蔓
延
し
て
い
る
。

賃
上
げ
・
働
き
方
へ
の
影
響
が
心

配
だ
。
風
評
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
団

結
し
て
取
り
組
む
姿
勢
で
臨
み
た

い
。
政
府
は
何
を
し
て
い
る
の
か

？
川
村
賢
司
（
全
印
総
連
・
新
日

本
印
刷
分
会
）

◇

◇

早
期
の
終
息
を
願
う
ば
か
り

今
年
度
で
定
年
を
迎
え
る
係
内

の
先
輩
の
お
祝
い
で
、
郷
土
・
山

梨
へ
の
バ
ス
旅
行
を
企
画
。
み
ん

な
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
や
む
な
く
キ
ャ

ン
セ
ル
。
や
る
せ
な
い
で
す
。
早

期
の
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

飯
塚
浩
一
（
足
立
区
職
労
）

◇

◇

信
じ
ら
れ
な
い
の
は
き
つ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策

を
み
て
い
る
と
、
忖
度
で
公
文
書

や
公
的
発
表
が
歪
め
ら
れ
る
と
災

害
に
な
る
の
だ
な
と
実
感
。
政
府

発
表
が
信
じ
ら
れ
な
い
の
は
き
つ

い
。
大
塚
涼
（
全
印
総
連
・
日
本

機
関
紙
印
刷
所
労
組
）

◇

◇

救
済
人
事
で
は
？

ま
た
ま
た
「
お
友
だ
ち
」
人
事

が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
と
は
検
事
総
長
人
事
だ
か
ら
だ

ま
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
「
桜
を

見
る
会
」「
カ
ジ
ノ
汚
職
」等
々
。

救
済
人
事
と
勘
ぐ
り
た
く
な
る
が

?!
土
田
尚
義
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品
川

地
域
支
部
）◇

◇

こ
の
ま
ま
で
経
済
大
丈
夫
？

時
々
訪
れ
て
い
た
飲
食
店
が
、

消
費
税
増
税
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
っ
て
、
潰
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
感
染
を
拡

大
し
な
い
た
め
に
自
粛
す
る
の
は

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
必
要
以

上
に
自
粛
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。
労
働
者
も
中

小
企
業
も
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な

の
か
、
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
早

く
終
息
し
て
ほ
し
い
で
す
（
匿
名

希
望
）
。

▼
未
組
織
ブ
ロ
ッ
ク
タ
ー

ミ
ナ
ル
宣
伝

4
月
1
日
（
水
）
18
時

〜
、
各
所

▼
東
京
労
働
共
済
会
・
共

済
学
校

4
月
7
日
（
火
）
18
時

15
分
〜
、
東
京
労
働
会
館

5
階
会
議
室

▼
東
京
春
闘
・
官
民
共
同

・
集
中
行
動

4
月
15
日
（
水
）
12
時

10
分
〜
厚
労
省
前
、
そ
の

後
国
会
請
願
デ
モ
、
14
時

半
〜
最
賃
法
改
正
促
進
の

た
め
の
国
会
内
学
習
会

▼
中
学
校
教
科
書
採
択
運

動
ス
タ
ー
ト
集
会

4
月
20
日
（
月
）
18
時

半
〜
、
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京

ホ
ー
ル

▼
改
憲
発
議
許
さ
な
い
東

京
ア
ク
シ
ョ
ン
1
0
0

4
月
22
日
（
水
）
〜
28

日
（
火
）
、
各
所
宣
伝

▼
女
性
セ
ン
タ
ー
都
政
学

習
会
＆
宣
伝

4
月
26
日
（
日
）
13
時

半
〜
、
エ
デ
ュ
カ
ス
東
京

会
議
室

2
月
15
日
号
の
正
解
は
「
団
結

固
く

勝
つ
ぞ
春
闘
都
政
革
新
」

で
し
た
。
応
募
者
は
24
人
で
、
以

下
の
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

山
本
哲
（
国
土
交
通
労
組
東
京

気
象
支
部
）
、
菅
野
芳
昭
（
品
川

区
職
労
）
、
西
山

夫
（
東
京
土

建
）
、
山
田
美
紗
希
（
都
教
組
港

支
部
）、
小
林
央（
年
金
者
組
合
）

Ａ
〜
Ｙ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
4
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
3
月
8
日
は
国
際

女
性
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
性
別

を
問
わ
ず
み
ん
な
の
願
い
で
す

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
3
月
の
旧
暦
、
別
称

④
早
春
に
土
手
や
田
ん
ぼ
の
畝

に
生
え
る
山
菜
、
食
用
に
も

⑥
衣
服
を
掛
け
る
ハ
ン
ガ
ー
、

特
に
和
服
用

⑧
建
物
の
中
で
床
を
張
ら
ず
地

面
を
む
き
出
し
に
し
た
所

⑩
家
柄
や
家
系
の
経
歴

⑬
雨
の
英
訳

⑭
体
を
仰
向
け
に
し
て
浮
く
事

⑮
液
体
を
入
れ
る
ガ
ラ
ス
や
陶

器
な
ど
の
容
器

⑯
出
没
・
変
化
の
素
早
い
様
。

○
○
自
在

⑰
胡
蝶
○
、
洋
○

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
花
見
の
風
物
詩
で
す
が
、
今

年
は
ど
う
か
な

②
東
西
南
北
、
前
後
左
右
な
ど

の
4
つ
の
方
向

③
い
わ
ゆ
る
イ
ン
デ
イ
ア
ン

④
そ
の
場
で
支
払
わ
ず
、
後
で

支
払
う
た
め
勘
定
に
つ
け
る
事

⑤
胞
子
植
物
の
総
称

⑦
は
っ
た
り
を
○
○
○

⑨
日
本
と
西
洋
、
○
○
折
衷

⑩
音
楽
の
都
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
首
都

⑪
自
分
で
一
部
を
選
ん
で
編
集

す
る
こ
と

⑫
浮
き
織
り
に
し
た
文
様

⑮
宅
急
○
、
宅
配
○

◆
医
学
系
出
版
社
の
多
く
は

東
京
大
学
医
学
部
の
著
者
関

連
も
あ
り
文
京
区
に
多
く
存

在
し
て
い
る
。水
上
さ
ん（
仮

名
）
は
2
0
1
9
年
8
月
末

に
20
年
近
く
勤
務
し
た
医
学

系
出
版
社
（
社
長
以
下
25
名

前
後
）
で
管
理
職
と
し
て
60

歳
定
年
を
迎
え
た
。
定
年
後

の
「
再
雇
用
」
へ
の
不
安
も

あ
り
こ
の
年
の
春
に
Ｃ
Ｕ
東

京
に
加
入
。
◆
会
社
は
本
人

の
了
解
も
な
く
こ
の
年
の
3

月
末
で
管
理
職
を
解
き
、
一

方
的
に
一
般
職
に
格
下
げ
す

る
こ
と
を
通
知
し
て
き
た
。

Ｃ
Ｕ
東
京
文
京
支
部
は
「
理

由
も
な
い
」
格
下
げ
・
賃
金

ダ
ウ
ン
は
労
働
条
件
の
一
方

的
変
更
で
あ
り
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
と
団
体
交
渉
を
申
し

入
れ
た
。
数
日
後
に
会
社
は

辞
令
を
撤
回
し

定
年
ま
で
管
理

職
の
「
身
分
保

障
」
を
連
絡
し

て
き
た
。
そ
の
後「
再
雇
用
」

の
労
働
条
件
・
賃
金
等
に
つ

い
て
団
体
交
渉
を
行
い
、
退

職
時
「
年
収
」
の
60
％
を
超

え
る
年
収
と
す
る
こ
と
で
ひ

と
ま
ず
妥
結
（
月
例
45
万
余

円
）
、
19
年
末
一
時
金
に
つ

い
て
は
改
め
て
要
求
し
交
渉

に
入
っ
て
い
る
。
◆
水
上
さ

ん
は
Ｃ
Ｕ
文
京
支
部
に
加
入

以
降
、
地
道
に
職
場
の
仲
間

に
労
働
組
合
の
必
要
性
を
訴

え
て
Ｃ
Ｕ
東
京
へ
の
組
合
加

入
を
促
進
、
支
部
と
し
て
初

め
て
の
分
会
を
結
成
す
る
状

況
を
作
り
出
し
て
き
て
い

る
。
と
同
時
に
職
場
の
過
半

数
以
上
の
仲
間
に
労
働
組
合

に
入
っ
て
も
ら
う
べ
く
継
続

的
に
奮
闘
中
だ
。
◆
社
長
・

経
営
者
は
ど
こ
で
も
労
働
者

に
対
し
て
圧
倒
的
な
優
位
に

立
ち
様
々
な
こ
と
を
力
で
抑

え
込
も
う
と
す
る
傾
向
が
強

く
見
受
け
ら
れ

る
。
労
働
者
・

労
働
組
合
は
職

場
の
主
人
公
で

あ
る
こ
と
を
働
く
仲
間
に
訴

え
、
職
場
の
様
々
な
要
求
を

基
本
に
仲
間
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
ポ
イ
ン

ト
。
相
手
方
の
話
に
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
対
応
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
く
こ
と
が

非
常
に
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
。

単
独
で
の
応
対
・
相
談
は
避

け
る
こ
と
が
基
本
原
則
だ
。

伊
藤
弘
（
文
京
区
労
協
・
Ｃ

Ｕ
文
京
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

労
働
相
談
員
）

作・あめんぼ

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら

労
働
者
・
労
組
は
職
場
の
主
人
公

〜
仲
間
を
増
や
し
要
求
実
現
を
〜

西
早
稲
田

金
泉
湯

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
184

150

184


